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子どもの将来のための「５あ活動を５あ自慢に」
校長 鶴 潔

さて今回は，先日，南日本新聞の「子供の
うた」に掲載された5年生の宮田紗伽さんの
詩に書かれていた「５あ活動を５あ自慢に」の
ことを書きます。
「５あ活動」とは，「あいさつ」「あつまり」「あ

るきかた」「あそび」「あとしまつ」という「あ」
からはじまる５つの活動のことです。そして，
その５つの活動を単にできることから，学校
内外に自慢できるほどに高めていこうとする
ことが「５あ活動を５あ自慢に」です。
この５つの「あ」から始まる活動を高める理

由は，生涯にわたって必要な，幼少期に身に
付けるべきことだからです。そして，これら５

つのことは，大人になってから改善を図ることが難しいものです。ですから今，学校と
御家庭・地域が共に，子供に「５あ」を育むことが大切であると考えます。
では，この「５あ」が，それぞれどのようなことなのかを改めて考えてみます。

１つ目の「あいさつ」は，笑顔であいさつを交わすことです。笑顔の
あいさつで，所属感や信頼関係が構築され，安心して生活が送れま
す。笑顔のあいさつは親が子どもに贈ることができる一生の財産だ
と考えます。「親しき仲にも礼儀あり」御家庭内でのあいさつも家族

の絆を深める大切な行動です。最近，すてきなあいさつを行う子どもが増えています。
２つ目の「あつまり」は，集団行動のルールを身に付けることです。

集合時間はもちろんですが，集まった際に，その集まりの趣旨を理解
し，その場にあった行動ができるようになることです。日本人の集団
でのルールを守る姿勢は海外でも高い評価を受けています。

３つ目の「あるきかた」は，道路や室内での歩き方のことです。
これは安全を確保し落ち着いた雰囲気の中での生活を目指すも
のです。学校の廊下では音を立てず歩き，登下校中は道路に広が
らず，縁石等に乗らずに安全第一で歩けるようにします。また，石

やボールを蹴りながら歩いたり，ヘルメットをかぶらず自転車に乗ったりしないように
します。

４つ目の「あそび」は，友達と楽しく安全に遊べるようになることです。
幼少期は遊びは大切な学びの場です。ル－ルを守ることや安全な遊び
方を考えること，友達の気持ちを察する力が養われる場です。大いに外
で元気に楽しく友達と遊んでほしいものです。公園での遊びは公園の

使用の決まり（特にボール遊び）に従って遊びましょう。また，情報通信機器の利用は
御家庭のル－ルをしっかりと守らせてください。

５つ目の「あとしまつ」は，活動後に活動前よりも整然とした環境
にすることです。このことは，次に活動する人や環境への配慮であ
り，自分さえ楽しければよいという考えを戒めるものです。また，
次への活動を行う前に気持ちを切り替えることにもつながります。

まずは，脱いだ靴の後始末をしっかりとできる子供に育てたいものです。遠足などで
は「来たときよりも美しく」を目標にしています。
これらは，一朝一夕で身に付くものではありません。粘り強く育てていきましょう。
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６月２２日(水)に学校評議員会を開催しました。今年度の
学校評議員は，下記の６名の方々です。（☆＝新規）

槐 島 奉 文(校区コミュニティ協議会長)
田 中 建 男(校区あいご会長)
商 崎 淳 一(こまつばら幼稚園長)
渡 邉 真 紀 子(主任児童委員)
樗 木 み ゆ き(女性学級長)

☆清 水 知 之(ＰＴＡ会長)

当日は，本年度の学校経営説明
と授業・施設参観をもとに，次の
ような御意見をいただきました。
○ 子どもたちがどの学年も落ち
着いた態度で学習している。

○ 先生方が子どもたちの意欲を高め，分かりやすい授業の
工夫がなされていた。

○ 子どもたちがタブレットをよく使いこなせている。
○ いじめを１件でも多く発見し，解消に向けて取り組む体
制がしっかりなされている。

その他，学校における働き方改革や環境整備について話題
になりました。

６月１６日は学年の枠を越え，
多くの友達と触れ合うヒガタニキ
ッズデー（児童集会）を行いまし
た。縦割りで３つの班に分かれ，
クラス紹介の発表をした後，ジェ
スチャーゲームや動物園に行こう
ゲーム，動物じゃんけんなどで盛
り上がりました。その中で，年上
の子どもたちが年下の子どもたち
に優しく接する姿をたくさん見ることができました。

６月１日～１１日の期間は校内
読書まつりとして図書委員による
紙芝居や読み聞かせ，おすすめの
本の紹介，１日３冊貸し出しなど
を行いました。
読書は心を豊かにし，語彙力や

文章力の向上，コミュニケーショ
ン力や想像する力が身につくとい
われています。学校では今後も様
々な取組を続けていきますが，御家庭でも読書の時間を設け，
読み聞かせや親子読書に取り組んでみてください。

第１回学校評議員会を開催しました

ヒガタニキッズデー ～縦割りの活動～

本に親しむ子ども～読書は心を豊かにするもの～

【７月の行事予定】
１日(金) いじめについて考える日

定期教育相談日
７日(木) 薬物乱用防止教室（５年）
８日(金) 第１回学校保健委員会（体育館）
９日(土) 土曜授業日，６年プール掃除

１３日(水) 中学校特別支援学級授業見学会（東谷山中）
１４日(木) 県民の日（かごしまジュニア検定５・６年）
１５日(金) 薬物乱用防止教室（６年）
２０日(水) １学期終業式
２１日(木) 夏季休業日（～８／３１）
２７日(水) 市水泳記録会（６年生大会 ※選手）
２８日(木) 市水泳記録会（５年生大会 ※選手）

【８月の行事予定】
１３日(土)～１５日(月) ：学校閉庁日
※ 学校職員の健康の保持・増進，心身のリフレッシュを
図るため。

１９日(金) 出校日
２８日(日) ＰＴＡ愛校作業 ※ ９月３日（土）予備日

本校では，豊かな感性と望ましい人間関係を育むために，
お互いに認め合い，助け合って，偏見や差別をなくそうと努
力する意欲と実践力をもつ児童を育てることを目標に人権同
和教育を行っています。その中で，学期１回，校内人権旬間
を設定し，子どもたちが身近な問題に結びつけながら「人
権」や「差別」についてより深く考えられるようにしていま
す。
１学期は，６月１日～６月１４日の期間に，全校朝会での

校長講話や全学級での人権学習の実施，人権標語・人権ポス
ター作成などの取組を行いました。
先日は，法務局人権擁護員の方を

講師として招聘し，３年生が人権教
室を行いました。
「み～つけた！」というDVDを視
聴した後，感想を出し合い，お互い
を認め合うことの素晴らしさやその
ためには自己表現（コミュニケーシ
ョン）することが大切であることに
ついて考える場をもちました。
子どもたちは，学校・学級生活の中で「安心感」をもちな

がら，自分のよさを発揮し，成長していきます。自分や仲間
の大切さについてじっくり考えたことをこれからのよりよい
生き方に生かしていってほしいです。

６月９日は春の一日遠足を行いました。
１年生・・・平川動物園
２年生・・・かごしま水族館・かんまちあ
３年生・・・鹿児島市立科学館・ふれあいスポーツランド
４年生・・・かごしま環境未来館・健康の森公園
５年生・・・かごしま水族館・マリンポート
６年生・・・維新ふるさと館・吉野公園
子どもたちの願いが届いたのか，
この日は絶好の遠足日和で，子ども
たちは元気よくバスに乗り込み，出
発していきました。
見たり聞いたりしながら学び，お

いしいお弁当を食べ，たくさん遊べ
たようで，学校に到着した子どもた
ちの顔はとても満足そうで，「楽し
かった。」と言う声がたくさん聞こ
えてきました。思いっきり楽しめた一日だったようです。

６月１１日は「大雨特別警報が発
表され，地域に土砂災害，浸水害が
発生し，児童だけの下校は安全が保
障されない」という緊急時を想定し
た児童引き渡し訓練を行いました。
保護者の方々には「これから児童

引き渡しを行います」という内容の
学校安全メールを確認後，児童の引
き取りにきていただきました。
今回は，教室で子どもたちを待たせ，担任が保護者の名前

と引き渡しカードとを照合し，引き渡すという形で行いまし
たが，大きな混乱もなく，計画どおりにスムーズに引き渡し
を行うことができました。
学校は，いつ起きるか分からない災害時に備え，子どもた

ちの大切な命を守るために，今後も最善の対応の仕方を考え，
改善に努めていきます。
御多用中，御協力ありがとうございました。

６年生の子どもたちと職員で
掃除をし，学校のプールは見違
えるほどきれいになりました。
そして，６月１日から水泳学習
が始まり，学校のプールからは
子どもたちの元気な声や泳いで
いる水の音が聞こえてきます。
水に浮くことができたり，あ

る程度の距離を泳ぐことができたりすることは，命を守るこ
とにもつながります。また，続けて長く泳ぐことや速く泳ぐ
ことを中心に，記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わうこ
ともできます。水泳学習で子どもたちがどんな頑張りを見せ
てくれるのか，とても楽しみです。

緊急時児童引き渡し訓練 ～命を守るために～

本校の人権同和教育 ～校内人権旬間の取組～

春の一日遠足 ～思いっきり楽しみました～

水泳学習 ～水に親しみ 泳力を高めよう～


